
〈公共事業と環境問題〉

公共事業と
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狂
っ
た
水
需
要
予
測

関
東
弁
護
士
連
合
会
が

一
九
九
二
年
十
月
二
十
六
日
に
東

京
で
開
い
た
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

「水
資
源
問
題
の
今
日
的
課
題

ー
ダ
ム
建
設
を
検
証
す
る
」
に
、
主
催
者
側
が
再
三
招
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
省
か
ら
も
国
土
庁
か
ら
も
水
資
源

開
発
公
団
か
ら
も
担
当
者
が
出
席
し
な
か
っ
た
。
シ
ソ
ポ
ジ

ウ
ム
の
資
料
を
み
て

「
こ
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
」
と
い
う
の
で

あ
る
。
出
席
者
た
ち
は

「水
の
需
要
予
測
が
狂
っ
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
ら
答
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
ろ
う
」
と
い
っ
て
い

た
。過
大
な
水
需
要
予
測
に
よ
っ
て
ダ
ム
や
堰
が
建
造
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
工
業
用
水
需
要
量
を
み
て
み
ょ
う
。

一
九
七
八
年
に

第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画

(三
全
総
)
に
合
わ
せ
て
つ
く

ら
れ
た
長
期
水
需
給
計
画
と
、

一
九
八
七
年
に
四
全
総
に
対

応
し
て
つ
く
ら
れ
た
全
国
総
合
水
資
源
計
画

(ウ
ォ
ー
タ
ー

プ
ラ
ソ
ニ
○
○
○
)
、
そ
れ
に
需
要
量
の
実
績
と
の
比
較
を

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
単
位
は

一
日
当
た
り
万
ト
ソ
で

示
す
。

需
要
量
実
績

七
八
年
段
階
予
測

八
七
年
段
階
予
測

一
九
六
五
年

三
三
四
五

一
九
七
五
年

一
九
八
三
年

一
九
八
五
年

四
七
三
七

四
〇
六
〇

三
五
〇
〇

一
九
九
〇
年

三
五
〇
〇

二
〇
〇
〇
年

六
六
四
七

七

五

一
八

四
五
〇
〇

聲
β
響
籔
)

五
七

一
〇

こ
れ
を
見
る
と
、

一
九
九
〇
年
の
工
業
用
水
需
要
量
の
実

績
は
、
七
八
年
の
三
全
総
の
時
の
予
測
も
、
四
全
総
で
二
〇

〇
〇
年
を
目
途
に
し
て
描
い
た
直
線
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
と
れ

る
数
字
も
、
す
べ
て
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

工
業
用
水

(
工
水
)
需
要
量
と
い
う
の
は
、
淡
水
補
給
量

と

い
わ
れ

る
も

の
と

同
じ

で
あ

る
。

工
場

で
リ

サ
イ

ク

ル
し

て
い
る
回
収

水

量

に
補
給

し

て
や
る
水

の
こ
と
を

い
う
。

次

の
よ
う
な
式

が

成

り
立

つ
。

工
水
総
量
目
回
収
水
量
十
淡
水
補
給
量

回
収
率
が
向
上
し
た
こ
と
と
、
工
業
出
荷
額

一
億
円
当
た

り
の
淡
水
補
給
量

(原
単
位
と
い
う
)
が
低
下
し
た
こ
と
が

反
映
し
て
、
工
水
の
需
要
は
高
度
成
長
が
始
動
し
は
じ
め
た

一
九
六
五
年
時
に
戻

っ
て
し
ま

っ
た
。

回
収
率
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
や
国
土
庁
か
ら

「頭
打
ち
」

と
い
う
主
張
が
流
布
さ
れ
て
い
る
。

「回
収
率
は
、
昭
和
五
〇
年

(
一
九
七
五
年
)
代
半
ば
ま

で
顕
著
な
上
昇
を
続
け
て
き
た
が
、
最
近
は
上
昇
基
調
に
あ

る
も
の
の
伸
び
率
は
低
く
、
頭
打
ち
傾
向
と
な
っ
て
い
る
」

(国
土
庁
編

『
一
九
九

一
年
版

水
資
源
白
書
』
)

「
回
収
利
用
は
、
ほ
ぼ
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

淡
水
補
給
量
は
今
後
増
加
傾
向
に
転
ず
る
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
」

(建
設
省
河
川
局

・
水
資
源
開
発
公
団
編

『長
良
川

河
口
堰
に
つ
い
て
』
)

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
記
述
に
は
ご
ま
か
し
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
ヨ
コ
軸
に

「年
」
、
タ
テ
軸
に

「
回
収
率
」
を
と
っ

て
グ
ラ
フ
を
作
る
と
例
え
ば
七
八
%
か
ら
八

一
%
ま
で
の
回

収
率
上
昇
は
、
わ
ず
か
三
%
で
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
の
よ
う
に

描
か
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
総
回
収
水
量

(循
環
水
量
)

は
も
っ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
秘
密
は
別
表
の
よ
う
な
グ

ラ
フ
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
。
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
回
収
率

が
八
○
%
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
総
回
収
量
が
急
激
に
上
昇

し
て
く
る
。
回
収
率
が
九
〇
%
を
達
成
す
る
と

一
〇
〇
ト
ソ

の
水
が
十
倍
の
一
〇
〇
〇
ト
ソ
に
、
回
収
率
が
九
九
%
に
な

る
と
、

一
〇
〇
ト
ソ
の
水
が
百
倍
の

一
〇
〇
〇
〇
ト
ソ
に
使

え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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回収率 と総回収水量の関係

総回収水量(最 初に投 入した水と回収 して再利用 した水の総量)をA、

回収率をr、 最 初の水の投入量をtと する。

A=t十tr十tr2+tr3+… …(無 限に続 く)一(イ)

Aにrを かけ ると、

Ar二tr十tr2十tr3十 … ……(無 限に続 く)一(ロ)

(イ)《 ロ)はA-Ar=t、 す なわちA(1-r)・=tで あ り

A-1≒ とい う式ができあが る・

い ま、tを 仮 に100ト ン と して グ ラ フ を 描 く と、 下 図 の よ うに な る。
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都
市
用
水

七
九
八
七

七
六
〇
〇

水
道
用
水

工
業
用
水

(三
二
五
〇
十
四
七
三
七
)

(四

一
〇
〇
十
三
五
〇
〇
)

つ
ま

り
、

工
業
用

水

の
需
要

減
少

に
と

も
な

い
、

都
市

用

水

も

や
や
減
少

気
味

、

あ
る

い
は

ほ
と

ん
ど
横
ば

い
と
判

断

し

て
い

い
。

も

し
水

道
用

水

が
節
水

に
よ

っ
て
二
〇

%
減

ら

せ
れ
ば
、

水
道

用
水

の
需

要

量
は

七
五
年
当

時

に
戻

っ
て
し

ま

う

こ
と

に
な
る
○

も

う

一
つ
、

農
業

用

水
と

い
う

の
が
あ

り
、
九

六
%

を
水

田
か

ん
が

い
用

水
が

占

め

て

い
る
。
減

反

に
よ

っ
て
水

田
用

は
ふ
え

て

い
な

い
か
ら
、

農
業

用
水

の
需
要

は
甘

く
み

て
も

横
ば

い
状

態

で
あ

る
。

実

績

と

一
九
七

八
年

段
階

の
予

測
を

比

べ
る

と
、

は

っ
き

り

わ
か

る
。
単

位

は

一
年
間

・
億

ト

ソ

で
あ
る
。

(ト

ン
)

一
九
七
五
年

一
九
八
五
年

一
九
八
九
年

実
績

五
七
〇

五
八
五
(八

五
八
六

七
八
年
予
測

三
年
と
同
じ
)六
五
六

七
〇
〇
(九
〇
年
)

6

も
し
、
建
設
省
や
国
土
庁
や
水
資
源
開
発
公
団
が

「
水
を

大
切
に
」
と
本
心
か
ら
節
水
思
想
を
も

っ
て
い
る
な
ら
、
こ

の
回
収
率

(
ヨ
コ
軸
)
と
総
回
収
水
量

(
タ
テ
軸
)
を
示
す

グ
ラ
フ
を
提
示
し
て
、
回
収
率
の
向
上
が
絶
大
な
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
を
企
業
者
に
訴
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
を
し
な
い
。

「節
水
」
は
建
前
で
、
本
音
は

「水
を
も
っ

と
使

っ
て
ほ
し
い
」
だ
か
ら
だ
。

水
道
用
水
の
需
要
は
漸
増
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化

の
普
及
や
朝
シ
ャ
ソ
な
ど
生
活
様
式
の
変
化
の
影
響
だ
。
し

か
し
、
福
岡
市
の
よ
う
に
節
水
行
政
に
本
腰
を
入
れ
れ
ば
、

現
在
よ
り
二
〇
%
は
水
道
用
水
の
需
要
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き

る
。

節

水

に
ま

じ

め

に
取

り
組

ん

で

い
る

の
は
福

岡

市
以

外

に
な

い
。

水
道

用

水
と

工
業
用

水

の
間

に
は
、
次

の
よ
う

な
関
係

が

あ
る
。

都
市
用
水
11
水
道
用
水
+
工
業
用
水

こ

の
都

市
用
水

は
、

一
九
七

五
年
当

時
と

一
九

九
〇
年

の

実

績

を
比

べ
る

と
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

単
位

は

一
日
当

た

り

万
ト

ソ
。

以
上

の

こ
と

か
ら
、

日
本
全

体
を

み
た

と
き

の
水

の
需

要

は
横

ば

い
状
態

で
、

さ
ら

に
水

需
要

を
減
ら

す
余

地
が

あ
る

こ
と
が
わ

か

る
。

に
も

か
か

わ
ら
ず
、

日
本

各
地

で
ダ

ム
や

堰

が
次

々
と
作

ら
れ

て
い
る

の
は
な

ぜ
だ

ろ
う
。

ダ

ム
と

い

わ

れ
る
も

の
は
現

在

二
千

五

百
カ
所

あ
る

が
、
さ

ら

に
五
百

六
十

カ
所

に
造

ら
れ

よ

う
と

し

て
い
る
。

税
金
と
料
金
の
ム
ダ

筆
者
が
巨
大
な
ム
ダ
と
考
え
る
公
共
事
業
に
流
域
下
水
道

計
画
が
あ
る
。
二
つ
以
上
の
市
町
村
に
ま
た
が
り
都
道
府
県

が
建
設
、
管
理
す
る
流
域
下
水
道
、
そ
れ
に
つ
な
げ
る
市
町



村
の
流
域
関
連
公
共
下
水
道
、
市
町
村
独
自
の
単
独
公
共
下

水
道
、
こ
の
三
種
類
の
下
水
道
を
合
計
し
た
計
画
額
の
推
移

を

一
九
七

一
年
に
始
ま

っ
た
第
三
次
五
力
年
計
画
か
ら
み
て

み
る
と
、
こ
う
な
る
。

第

三
次

(
七

一
-
七

五
年

)

第

四
次

(
七

六

ー
八
○
年

)

第

五
次

(
八

一
-
八
五
年

)

第

六
次

(
八
六

ー
九

〇
年

)

第

七

次

(
九

一
-
九

五
年

)

三
兆
六
千
億
円

七
兆
五
千
億
円

十

一
兆
八
千
億
円

十
二
兆
二
千
億
円

十
六
兆
五
千
億
円

こ

の
下

水
道
計

画

が
十

六
兆

五
千
億

円

に
も
膨

脹

し
た

の

は
、

一
九

九
〇
年

の
日
米
構
造

協
議

で
、

日
本

は
下
水

道
普

及
率

を

五
年

後

に
は
四
四
%

か
ら

五

五
%

へ
、

十
年
後

の
二

〇
〇

〇

年

に

は
七
〇
%

程
度

へ
伸

ば
す

と
約

束

し

た

こ
と

に

よ

る
影

響

が
大

き

い
。

朝
海

浩

一
郎

元
駐

米
大
使

は
、

「
ア

メ
リ

カ
は
、

現

在
も

日
本

に
対

し

て
、

占
領

時

と
同

じ

よ
う

に

ア

ソ
ダ

!

・
デ

ュ
レ
ス

(
強
迫

的

)

で
す
。

」

と
筆
者

に

語

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

下

水
道
計

画

も
内
需

振

興

を
迫

る

ア

メ
リ

カ

の

い
い
な

り

に
日
本
が

な

っ
て
い
る
姿

の

一
つ
で
あ

る
。

こ
れ

は
半

面

で
は
、

"
金

の
な

る
木

"
を
求

め

る

日
本

国

内

の
土

木

建
設

業
界

の
要

請
と

も
合
致

し

て
い
る
。

そ

の
結

節
点

に
官

僚

と
自
民

党
政

府
が

い
る
。

タ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
　

と
こ
ろ
が
、
納

税

者
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
流
域
下
水

道
計
画
と
い
う
の
は
税
金
の
浪
費
で
あ
り
、
ム
ダ
な
下
水
道

料
金
を
支
払
う
結
果
を
も
た
ら
す
。

千
葉
県
に
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
計
画
と
い
う
の
が
あ

る
。
市
川
、
松
戸
、
流
山
、
野
田
、
柏
、
船
橋
、
浦
安
の
七

市
と
関
宿
町
の
百
五
十
二
万
人
の
下
水
を
処
理
す
る
た
め
、

一
九
七
三
年
に
着
工
さ
れ
、
九
〇
年
に
は
完
成
す
る
予
定
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
十
七
年
た

っ
て
ま
だ
三
十
五
万
人
分
し
か

処
理
で
き
て
い
な
い
。
総
事
業
費
は
市
や
町
が
負
担
す
る
枝

長良川河ロ堰の建設費(金 利込み)と 維持管理費(単位
・億円、カッコ内は1秒 間の取水 トン数)

治水分 工水分 上水分 管理費 総負担

国民負担(補助金)

357

自治体 ・住民負担

岐 阜 県68

183108

0 0

68787290

三 重 県{(8.41)(2.84)

68513292

愛 知 県{(6.39)(2.86)

0

名古屋市{
0 207
(2.00)

総 計5611,483897

4001,048

50 118

1751,320

1531,026

22 229

8003,741

〈注 〉三重 県の2㌧ 分 を愛 知県 が引 き受 け るこ
とにな ったが、配 分先 が不 明なので 、当初 の配

分の まま。管理 費は堰の存続 を80年 と して計算 。

管
分
は
除
い
て
千
六
百
億
円
だ
っ
た
の
が
、
す
で
に
千
四
百

億
円
使

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
年
月
と
費
用

が
か
か
る
の
か
。
二
千
億
円
は
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
す
む
の
か
ど
う
か
定
か
で
な
い
。

流
山
市
の
場
合
は
、
手
賀
沼
流
域
下
水
道
の
対
象
地
域
で

も
あ
り
、
江
戸
川
左
岸
流
域
下
水
道
と
合
わ
せ
て
全
市
域
に

公
共
下
水
道
網
を
張
り
巡
ら
せ
る
の
に
約
六
百
六
十
億
円
の

工
事
費
が
必
要
と
な
る
。
事
務
費
や
負
担
金
を
加
算
し
、
金

利
負
担
を
計
算
す
る
と

一
千
三
百
二
十
億
円
と
い
う
巨
費
に

な
る
。
流
山
市
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

一
九
九

一
年
度

で
二
百
七
十
億
円
程
度
だ
か
ら
、
流
域
下
水
道
と
い
う
の
は

末
端
の
市
町
村
に
大
き
な
重
荷
を
し
ょ
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

第
七
次
五
力
年
計
画
で
十
六
兆
五
千
億
円
の
対
象
と
な
る

地
域
の
人
口
は
千
四
百
万
人
だ
か
ら
、
単
純
計
算
す
る
と

一

人
当
た
り
百
十
八
万
円
、
五
人
世
帯
で
六
百
万
円
近
い
お
金

を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
自
治
体
が
公
共
下
水

道
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
や
企
業
債
の
金

利
分

は

入

っ
て

い
な

い
。

こ
れ

に
比

べ
、

最
も
高
価

な
高

性

能
合

併

処
理
浄

化
槽

で
も
、

五
人
槽

で
工
事
費

こ
み
百

二
十

万

円

ほ
ど
だ
。

一
人

当
た

り

二
十

四
万
円

で
断
然

安
上

が
り

で
あ
る
。

水

質

も
下

水
処

理
水

と
比
較

し

て
お
と

ら

な

い
か
、

そ
れ

以
上

だ

か
ら
、

き

ち

ん
と
し

た
管

理

シ

ス
テ

ム
を

つ
く
れ
ば
無

理

を

し

て
流
域

下
水
道

に
組

み

入
れ

る
必
要

の
な

い
地
域

が
た

く

さ

ん
あ

る
。

水
余

り

の
現
状

の
中

で
、
長

良
川

河

口
堰

は
税
金
浪
費

の

象

徴

で
あ

る
。
紙
数

が

な

い
の

で
、

生
態

系
破
壊

の
記
述

は

や
め
、

費
用

負
担

(
コ
ス
ト

・
ア

ロ
ケ
ー

シ

ョ
ソ
)

に

つ
い

て
だ

け
述

べ
る
。

岐
阜

大
学

の
宮

野
雄

一
助

教
授

が
作

っ
た
別

表
を

み

て
い

た
だ

き

た

い
。
総

工
事

費
千

五

百
億
円

を
も

と

に
作
成

さ

れ

て
い
る
が
、

こ

の
工
事

費

で
は
間

に
合

わ

な

い
か
ら

コ
ス
ト

負
担

は

さ
ら

に
増

大

す
る
。

表

に
よ

る
と
、

こ
の
堰

の
目
的

が
第

一
に
工
水

(
工
業
用
水

)

の
確
保

に
あ
る

こ
と
が
わ

か

る
。

と

こ
ろ

が
、
堰

が

工
水
を

供
給

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い

る

三
重

県

の
北

伊
勢

地
域

の
工
水

は
、

ち

ょ

っ
と
や
そ

っ
と

の
水
余

り

で
は
な

い
。

同

じ
岐

阜
大

学

の
富

樫
幸

一
助
教

授

の
論

文

に

よ
る
と

こ
う

な
る
。

い
ず

れ
も

一
九

八
九
年
当

時

の

一
日

の
量
。

配
水
計
画

給
水
能
力

企
業
の
契
約
水
量

給
水
量
の
実
績

契
約
水
量
と
実
績
の
差

二
四
万
五
〇
〇
〇
ト
ソ

八
八
万
五
〇
〇
〇
ト
ソ

八
五
万
八
○
○
○
ト
ソ

四
八
万
四
〇
〇
〇
ト
ソ

三
七
万
四
〇
〇
〇
ト
ソ

こ
の
契
約
水
量
と
給
水
実
績
の
差
引
分
、
つ
ま
り
使
わ
な

い
水
に
対
し
て
、
企
業
は
多
少
の
軽
減
措
置
は
あ
る
も
の
の

料
金
を
タ
ダ
払
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
愛
知
県
の
工
水
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に

つ
い

て
も

、

三
重
県

ほ
ど

で
は

な

い
が
、
事

情

は
同

じ

で

あ

る
。
上
水

も
牧

尾

、
岩

屋

両
ダ

ム
の
完

成

で
心
配

な

い
。

岩
屋

ダ

ム
の
開

発

水

量

の
多

く
が
未
使

用

の
ま

ま
だ

と

い
う
。

も
し

工
水

や

上
水

を
利

用

し
よ

う
と
す

れ
ば

、

三
重
県

、

愛
知

県

は
専

用

の
取

水
施

設

や
導

水
管

、
浄

水

場
を

造

る
必

要
が

あ

る
。

こ
れ

は

二
県

で
数

千
億

円

に
の
ぼ

る
巨

費

で
あ

る
が
、

そ
ん

な

こ
と

を
す

れ
ば

ム
ダ

な
投
資

に
な
る
。

だ

か
ら

、
利

用
し

な

い
水

の
た
め

に
愛
知

、

三
重

両
県

は

二
十

三
年

間

に

わ
た

り
毎
年

数
十

億
円

を
払

い

つ
づ

け
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

結
局

、
使

わ

な

い
水

に
対

し

て
税
金

や
水

道
料
金

な
ど

の
形

で
国
民

や
県
民

に
負

担
が

か
か

っ
て
く

る
。

一
九

九

二
年

度

の
予
算

規
模

が
愛
知

県

の
総
額

二
兆

二
五

一

六
億
円

に
対

し

て
、

三
重
県

は
七

=

二
二
億
円

な

の

で
、

愛

知

県

よ
り

三
重

県

の
方

が
財
政

力

が
弱
く

、
負

担
感

が

加
重

さ
れ

る
。

三
重

県

の
元

企

画
調
整

部
長

の
竹
内

源

一
さ

ん

の
述
懐

は

心
に
痛

い
。

「
計

画
当

初

と

く
ら

べ

て
水

の
需

要
増

が
遠

の
き
、

使

わ

な

い
水

に
お
金

を

払
う

と

い
う
状

況
変
化

が
生
ま
れ

ま

し
た
。

そ

こ

で
、

も

う
十

年

以
上

も
前

に
な

り
ま
す

が
、

建
設

省

な

ど

国

の
高

官

に

『
小

県

の

一
部
長

が
本

来

な
ら
お

こ
が
ま

し

く

て

い
え
な

い
が

、

あ
え

て
申

し
上
げ

た

い
。

三
重
県

を
踏

み
台

に

し

て
見

直

し

て
ほ

し

い
』

と
お
願

い
し
ま

し

た
。

本

当

は
、

だ

れ

か

ほ
か

の
人
が

先

に
い

っ
て
く
れ

な

い

か
な
、

と
思

っ
て

い
た

の

で
す
。

し
か
し
、

三
重

県

と
し

て
は

恥
を

さ
ら
け
出

し

て
、

ル
ー

ル
に
反

す
る
な

ら
怒
ら
れ

ま

し

ょ
う
、

と
覚
悟
を
決

め
た

の

で
す
。

マ
ー
ジ

ャ

ソ
を

四
人

(
三
重

県
、

愛

知
県

、
岐

阜

県
、

名
古

屋
市

)

で
打

っ
て
い

て
、

途
中

で

や
め
さ

せ

て
く

れ
、

と

い
い
出

し
た
よ

う
な
も

の

で
す

か
ら
。

国

の
方

か

ら

は

『
約

束

ご

と

だ
、

し

ん
ぼ

う

せ

い
』

と

か

『
三
重

は
水

が

い
ら

ん

の
や
な
』

と

い
わ
れ

ま

し
た
」

長
良
川
河
口
堰
問
題
は
、
す
で
に
国
際
的
な
関
心
を
集
め

て
い
る
。
河
口
堰
が
で
き
た
と
し
て
、
堰
か
ら
あ
ふ
れ
る
水

を
見
て

「
あ
あ
、
税
金
が
ム
ダ
に
流
れ
る
」
と
い
う
光
景
に

な
っ
た
ら
、
世
界
の
物
笑
い
の
タ
ネ
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
環

境
を
破
壊
し
て
ム
ダ
な
開
発
を
し
た
象
徴
と
し
て
新
名
所
に

な
る
だ
ろ
う
か
。

神
奈
川
県
の
相
模
川
水
系
中
津
川
に
建
設
中
の
宮
ケ
瀬
ダ

ム
も
県
内
の
水
余
り
を
い
っ
そ
う
加
速
し
そ
う
だ
。
宮
ケ
瀬

ダ
ム
の
貯
水
容
量
は

一
億
九
三
〇
〇
万
ト
ソ
。
洪
水
調
節
と

水
道
用
水
の
確
保
に
発
電
を
加
え
た
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。

水
道
用
水
が
主
た
る
目
的
で

「
一
日
百
三
十
万
ト
ソ
を
安

定
的
に
取
水
す
る
た
め
」
と
建
設
省
は
事
業
目
的
を
説
明
し

て
い
る
。
神
奈
川
県
内
の
水
道
用
水
の
需
要
予
測
は
、
二
〇

〇
〇
年
で

一
日
五
六
六
万
ト
ソ
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

「宮
ケ
瀬
ダ
ム
問
題
を
考
え
る
県
民
の
会
」
の
予
測
値
は
最

大
で
も
四
三
七
万
ト
ソ
で
あ
る
。
節
水
政
策
を
実
施
す
れ
ば

三
六
五
万
ト
ソ
で
す
む
と
い
う
。
水
の
需
要
量
を
ダ
ム
建
造

推
進
側
が
過
大
に
見
積
り
、
ほ
と
ん
ど
は
ず
れ
る
と
い
う
の

は
日
本
の
悲
劇
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
五
六
六
万
ト
ソ
と
四

三
七
万
ト
ソ
の
差

一
二
九
万
ト
ソ
は
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
か
ら
の

取
水
量
と

一
致
し
て
お
り
、
い
か
に
ダ
ム
開
発
を
合
理
化
す

る
か
を
机
上
で
計
算
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

宮
ケ
瀬
ダ
ム
の
建
設
事
業
費
と
関
連
事
業
費
の
概
算
を
み

て
み
よ
う
。
こ
の
計
画
は

一
九
九
二
年
に

「完
成
は
九
六
年

度
」
と
三
年
延
期
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
概
算
数
字
も

約
三
割
増
額
さ
れ
た
。

◇
宮
ケ
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
費
11
建
設
省

三

一
八
○
億
円

建
設
費

三
〇

=
二
・
八
八
億
円

工
事
諸
費

一
六
六

・
一
二
億
円

◇
相
模
川
水
系
建
設
事
業
費

(第

一
期
)
"
神
奈
川
県
内
広

域
水
道
企
業
団

六
三
九
〇
億
円

貯
水
工
事
費

二
一
七
〇

・
五
三
億
円

(う
ち
ダ
ム
負
担
金

一
九
七

一
・
六
億
円
)

専
用
施
設
建
設
費

四
二
一
九

・
四
七
億
円

◇
第

一
・
第
二
宮
ケ
瀬
発
電
所
建
設
事
業
費
醤
神
奈
川
県
企

業
庁
一
六
三

・
八
二
億
円

ダ
ム
負
担
金

三
四
・
九
八
億
円

専
用
施
設
建
設
費

一
二
八

・
八
四
億
円

こ
の
事
業
費
の
う
ち
二
項
目
あ
る
ダ
ム
負
担
金
は
建
設
事

業
費
に
含
ま
れ
る
の
で
、
総
事
業
費
は
七
七
二
六
・
八
四
億

円
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
費
用
は
ど
の
よ
う
に
負
担
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
主
な
負
担
額
の
内
訳
を
み
て
み
よ
う
。

◇
ダ
ム
建
設
治
水
負
担
額

一
一
七
三
・
四
二
億
円

国

八
一
九

・
○
○
億
円

県

三
五
四
・
四
二
億
円

◇
ダ
ム
建
設
利
水
者
負
担
額

二
〇
〇
六

・
六
億
円

(
二
項
目
の
ダ
ム
負
担
金
の
合
計
)

水
道

一
九
七

一
・
六
億
円

国
庫
補
助
金

九
三
五

・
三
二
億
円

一
般
会
計
出
資

四

一
九

・
○
八
億
円

県
内
広
域
水
道
企
業
団

六

一
七

・
二
〇
億
円

◇
専
用
施
設
建
設
費

四
二
一
九

・
四
七
億
円

国
庫
補
助
金

六
三
二
・
七

一
億
円

一
般
会
計
出
資

六

一
四

・
六
三
億
円

企
業
団
自
己
資
金

二
九
七
二
・
=
二
億
円

国
庫
補
助
と
い
う
形
で
税
金
が
多
額
に
使
わ
れ
る
。
さ
ら

に
神
奈
川
県
や
神
奈
川
県
広
域
水
道
企
業
団
は
起
債
、
つ
ま

り
借
金
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
か
ら
金
利
も
巨
額
に
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な

り
、
費

用

の
総

額

は
七

千

七
百
億

円

で
は
す
ま

ず
、

一
兆

円
を

ゆ

う

に
超

す
。

こ
れ

ら

は
水
道

料
金

や
電
気

料
金

と

い

う
形

で
県

民

に
し
わ

寄

せ
が

く
る
。

水
需

要
予
測

が
当

た

ら

な

か

っ
た
ら
、
使

わ

な

い
水

に
対

し

て
全

く

ム
ダ
な

料
金

を

支
払

い

つ
づ

げ
る

こ
と

に
な

る
。

こ

の
よ
う

な
浪
費

は
、

長
良

川

河

口
堰

や
宮

ケ
瀬

ダ

ム
だ

げ

で
な

く
、
全

国
各

地

で
行

わ
れ

て
い
る
。

北
海
道
開
発
へ
の
疑
問

さ

る

に

ぶ

た
に

北
海
道
日
高
支
庁
平
取
町
を
貫
流
す
る
沙
流
川
の
二
風
谷

ダ
ム
は
、
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地

(苫
東
計
画
)
へ

の
工
業
用
水
供
給
が
主
目
的
だ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
苫
東
計

画
が
挫
折
す
る
と
、
治
水
が
建
設
目
的
の
前
面
に
出
て
き
た
。

こ
の
経
過
は
長
良
川
河
口
堰
の
"目
的
変
更
"と
そ

っ
く
り
だ
。

い
ま
北
海
道
開
発
庁
水
政
課
の
専
門
官
は

「
二
風
谷
ダ
ム

は
洪
水
調
整

(治
水
)
が
目
的
で
す
」
と
し
か
説
明
し
な
い
。

そ
し
て
、
北
海
道
開
発
局
と
北
海
道
庁
が
作
っ
た

『
水
害
』

と
い
う
本
を
持
ち
出
し
て
く
る
。
新
聞
記
事
を
中
心
に
編
集

し
た
も
の
だ
。
こ
の
程
度
の
対
応
で
新
聞
記
者
を
ご
ま
か
せ

る
と
思

っ
て
い
る
ら
し
い
。

長
良
川
河
口
堰
の
場
合
は
、
四
日
市
工
業
地
帯
や
愛
知
県

の
臨
海
工
業
地
帯
へ
の
工
業
用
水
供
給
が
主
目
的

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
工
業
用
水
が
余

っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た

通
り
だ
。
す
る
と
、

「治
水
の
た
め
」
と
建
設
省
や
水
資
源

開
発
公
団
は
い
い
出
し
た
。
受
益
者
と
さ
れ
る
愛
知
、
岐
阜
、

三
重
の
三
県
と
名
古
屋
市
の
費
用
負
担

(
コ
ス
ト

.
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ソ
)
を
み
れ
ば
、
こ
の
言
い
分
が
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
建
設
省
側
の
言
い

分
に
コ
ロ
ッ
と
だ
ま
さ
れ
る
新
聞
記
者
が
い
る
。

一
九
九
二
年
四
月
二
日
付
の
読
売
新
聞
が
そ
れ
だ
。
建
設

省
と
水
資
源
開
発
公
団
が
発
表
し
た
環
境
保
全

の
追
加
調
査

結
果
を
報
じ
た
読
売
新
聞
は

「長
良
川
河
口
堰
」
と
い
う
注

釈

で

「
治

水

の
た
め

の
川

底

の
し

ゅ
ん

せ

つ
で
海

水

が
上
流

に

の
ぼ

る

の
を
防

ぐ

の
を
目
的

と

し
…

…
」

と

だ

け
書
き

、

工
業
用

水

や
水

道
用

水

の
利

水
面

に
は

ふ
れ

て

い
な

い
。

続

い

て
出

た
社
説

も
治

水

工
事

に
よ
る
塩
害

防
止

を

目
的

と
す

る
堰
だ

と

し
、

利
水

に
は

ふ
れ

て

い
な

い
。

こ
れ

で
は

ま
る

で
建
設

省

と
水
資
源

開
発

公

団
が

読
売
新

聞
を

使

っ
て
書

か

せ
た

"
や
ら

せ
記
事

"
で
あ

る
。

二
風
谷

ダ

ム
の
状
況

も

同
じ

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

二

風
谷

ダ

ム
問
題
を

論
じ

る
時

、

「
ア
イ

ヌ
民
族

の
聖
地

を
水

没

さ
せ
る

の
は
認

め
ら

れ

な

い
」

と

い
う
反

対
論

だ

け

で
は

不
十

分
だ
。

コ
ス
ト
面

の

「
入
り
」

と

「
出
」

を

正
確

に

つ

か

め
ば
、

「
治

水
目
的

」

と

い
う
ご

ま
か

し
を
見

破

る

こ
と

が

で
き

る
は
ず

で
あ

り
、

問
題

の
表

と
裏

の
両
面

か
ら
核

心

を

突
く

こ
と
が

で
き

る
。

二
風

谷
ダ

ム
は
、

一
九
七

一
年

に
予
備

調
査

が
始

ま

り
、

八

二
年

に
着

工
、
現

在

は

コ
ソ
ク
リ
ー

ト

の
打

設
率

六
八
%

ま

で
工
事
が

進

ん

で
い
る
。

工
事

費

は
五
四
〇

億

円

で
、

こ

れ
ま

で

に
四
三
〇

億
円

を
費

消

し
た
。

当
初

の

工
事

費

は
、

物

価

上
昇

と
消
費

税

で
増
額

さ

れ
る

こ
と

は
必

至

で
あ
る
。

さ

ら

に
、

工
業

用
水

や
水

道
用

水

の
専

用
施

設

な
ど

に
膨
大

な
費
用

が
か
か

る
。

そ

れ
ら
費

用

の
負
担
先

は
ど

こ
な

の
か
。

費

用
は
ど

の
よ

う
な
方

法

で
ま
か

な
わ
れ

る

の
か
。
税

金

と

借
金

で
調
達

さ

れ

る

の
が

普
通

だ

が
、

借
金

に
は
金

利
が

か

か

っ
て
く
る
。

こ
れ

ら

が
明

ら
か

に
さ
れ

な
け

れ
ば
、

二
風

谷

ダ

ム
問
題
を

論
じ

た

こ
と

に
は

な
ら
な

い
。

私

の
予
想

で
は
、

挫
折

し
た
苫
東

計
画

へ
の
工
業

用
水

供

給

を
前

提

に
し

て

い
る

以
上

、

巨
額

の
税

金

や
料
金

の

ム
ダ

が

生

じ
る

は
ず

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

北
海

道
開

発
庁

や

北

海
道

開
発

局

は
容
易

に
は
資
料

公
開

に
応

じ
な

い
で
あ

ろ

う
。

も
し
応

じ

な

い
と
す

れ
ば
、

納
税

者

で
あ

る
国
民

を
無

視

し

た
民
主
主
義

に
反
す

る
経
済

政
策
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

「
公

共
事

業
と

水
」

を
論

じ

る
時
、

費
用
負

担

(
コ
ス
ト

.

ア

ロ
ケ
ー

シ

ョ

ソ
)

を

つ
か
む

こ
と
が

カ
ギ

で
あ
る
。

朝

日
新
聞

の
元
論
説

副

主
幹

の
総

合
監

修

に
よ

る

「
明

日

の
水
を

考

え
る
」

と

い
う

政
府
広
報

の
大

広
告

が

一
九

八
八

年

七
月

三
十

一
日
付
、

同

八
月
十

日
付

な
ど

の
朝

日
新
聞

に

出

た
の

で
縮

刷
版

で
見

て

い
た
だ
き
た

い
。
政

府

の
言

い
分

だ

げ
が

の

っ
て

い
る
広
告

だ
。

「
水
を
語

る

女
性

の
会
」

の

テ

レ
ビ

キ

ャ
ス
タ

ー

や
女

優
が

国
土
庁
長

官

や
厚

生
大

臣

に

イ

ソ
タ

ビ

ュ
ー
し

て

い
る
記
事

も
あ

る
。

悲

し

い
こ
と

に
、

批
判

の
目
が

ゼ

ロ
で
あ

る
。

「
玉
川
上

水

清
流

の
復
活

」

と

い
う
写

真
も

あ

る
。

玉
川

上
水

に
放

流

さ
れ

た

二
次

処
理

水

を
清
流

と
称

し

た

の

で
外

国
人
女
性

か

ら
笑

わ
れ

た
と

い

う

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

知

ら
な

い
ら
し

い
。

「
玉
川

上
水

の
清
流

論

は
、

太
平
洋

戦

争

の
聖
戦

論

に
似

た
情
報

操
作

で
あ

る
」

こ
と

は
、

小
著

『
水
』

に
記

し

て
お

い
た
。

例

え
ば
、

こ
の
大

広
告

と
故
中
谷

宇
吉

郎
博

士
が
書

い
た

「北
海
道
開
発
に
消
え
た
八
百
億
円
i

わ
れ
わ
れ
の
税
金

を
ド
ブ
に
す
て
た
事
業
の
全
貌
」

(
「文
芸
春
秋
」

一
九
五

七
年
四
月
号
)
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
知
性
と
品
性
に
お

い
て
雲
泥
の
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
当
時
、
中

谷
博
士
は
雪
氷
学
の
北
海
道
大
学
教
授
で
あ

っ
た
。

私
の
記
憶
に
中
谷
博
士
の
一
文
は

「ド
ブ
に
捨
て
た
税
金

八
百
億
円
」
と
イ
ソ
。フ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
。
大
宅
壮

一
文
庫

か
ら
原
文
の
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
ク
ス
で
送

っ
て
も
ら
い
、
読
み

返
し
た
。
当
時
の
八
百
億
円
と
い
う
の
は
、
今
日
で
い
え
ば

一
兆
数
千
億
円
に
あ
た
り
、

一
九
五
二
年
か
ら
五
六
年
ま
で

の
北
海
道
開
発
第

一
次
五
ケ
年
計
画
に
お
け
る
公
共
事
業
費

と
産
業
経
済
費
の
合
計
で
あ
る
。

詳
細
な
内
容
は
実
際
に
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
て
、
私
の

い
い
た
い
の
は
今
日
で
も
状
況
は
同
じ
な
の
に
、
理
学
博
士

の
中
谷
宇
吉
郎
氏
の
よ
う
な
財
政
と
か
予
算
の
有
効
性
と
い

う
視
点
で
北
海
道
の
開
発
を
論
じ
る
人
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
二
風
谷
ダ
ム
一
つ
と
っ
て
も
、
費
用
負
担
か
ら
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論
じ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
私
の
知
る
限
り
で
は
な
い
。

ダ
ム
や
堰
が
国
土
開
発
の
花
形
と
さ
れ
た
時
代
は
、
も
う

過
去
に
な
っ
た
。
今
日
、
納
税
者
の
多
く
は
ダ
ム
や
堰
の
開

発
に
利
権
が
ら
み
の
う
さ
ん
臭
さ
を
感
じ
て
い
る
。

栃
木
県
栗
山
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
湯
西
川
ダ
ム
の
建
設

を
め
ぐ
り
、
住
民
の
移
転
先
探
し
や
就
職
あ

っ
せ
ん
に
あ
て

る

「
直
轄
ダ
ム
計
画
調
査
委
託
費
」
の
約

一
〇
%
に
あ
た
る

一
、
二
〇
〇
万
円
が
建
設
者
職
員
や
村
会
議
員
の
宴
会
費
用

に
流
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

一
九
九

一
年
十

一
月
に
発
覚

し
た
。

「う
さ
ん
臭
さ
」
の
一
端
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ム
計
画

で
は
百
三
十
四
戸
が
水
没
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
の
同
僚
に
北
海
道
開
発
局
の
職
員
を
や
め
た
男
が
い
る
。

年
度
末
に
な
る
と
、
開
発
局
長
が

「予
算
を

一
円
た
り
と
も

残
す
な
」
と
訓
示
す
る
。
そ
う
い
う
税
金
の
浪
費
を
当
然
の

こ
と
と
す
る
体
質
に
い
や
気
が
さ
し
た
か
ら
だ
。
北
海
道
の

開
発
事
業
は
、
机
上
の
計
算
で
は
経
済
効
率

一
(
一
〇
〇
%
)

以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
と
て
も
そ
う
は
思
え
な

い
事
業
が
多
々
あ
る
。
住
民
感
覚
と
は
無
関
係
に
進
め
ら
れ

る
"開
発
の
た
め
の
開
発
"
で
、
か
え
っ
て
札
幌

一
極
集
中
と

他
地
域
の
過
疎
化
を
促
進
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

全
国
に
例
が
あ
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
関
東
弁
護
士
会
の
シ

ソ
ポ
ジ
ウ
ム
用
資
料
に
よ
る
と
、
福
井
県
和
泉
村
は
九
頭
竜

ダ
ム
の
建
設
で
一
三
〇
〇
戸
が
六
〇
〇
戸
に
減
り
、
さ
ら
に

十
年
後
は
四
五
〇
戸
に
減
少
、
今
も
人
口
は
減
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
。
福
島
県
只
見
町
で
は
田
子
倉
ダ
ム
の
出
現
後
、
最

高
時
に
は

一
三
〇
〇
〇
人
あ

っ
た
人
口
が
六
〇
〇
〇
人
に
激

減
し
た

(町
役
場
調
べ
)
。
埼
玉
県
大
滝
村
で
も
、
二
瀬
ダ

ム
完
成
後
に
人
口
は
激
減
、
今
日
で
は
よ
ど
ん
だ
大
き
な
水

溜
り
と
化
し
た
ダ
ム
湖
が
残

っ
た
だ
げ
だ
と
い
う
。

ダ
ム
に
よ
り
山
村
が
水
没
、
住
民
が
移
転
す
る
と
、
そ
の

マ
イ
ナ
ス
効
果
は
次
々
と
波
及
し
て
さ
ら
な
る
移
転
を
誘
発

す
る
。
商
店
の
経
営
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、

一
定
の
戸
数

の
存
在
を
前
提
と
す
る
が
、
水
没
や
移
転
に
よ
っ
て
戸
数
が

一
定
限
度
以
下
に
な
る
と
経
営
が
成
り
立
た
ず
、
水
没
し
な

い
地
域
の
商
店
ま
で
移
転
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
る
と
、
残

さ
れ
た
住
民
は
生
活
が
不
便
な
の
で
さ
ら
に
移
転
し
て
い
く
。

こ
う
し
て
過
疎
化
が
加
速
さ
れ
る
現
象
が
各
地
に
み
ら
れ
る
。

山
村
の
過
疎
化
は
森
林
の
荒
廃
を
も
た
ら
し
、
愛
知
県
小

原
町
や
徳
島
県
木
頭
村
で
起
こ
っ
た
よ
う
に
、
水
害
発
生
の

原
因
と
な
る
。

巨
額
の
税
金
や
料
金
を
、

一
⑫
当
た
り
八
○
○
○
ト
ソ
の

水
を
貯
蔵
で
き
る
森
林
の
育
成
と
維
持
に
あ
て
る
な
ら
、
豊

か
さ
の
増
進
に
役
立
つ
税
金
や
料
金
の
使
い
方
と
い
え
る
。

ダ
ム
も
堰
も
な
く
、

一
年
を
通
じ
て
安
定
し
た
水
量
を
た
た

え
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
川
が
見
た
い
。
ダ
ム
や
堰
を
い
く

ら
造

っ
て
も
、
日
本
の
水
の
総
量
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
。

ウ ダ イ カ ソバ
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